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今までは、シルバー人材セン
ターで、その都度ラダーゲッ
ターを借りていたんだけど、こ
れなら自分でも作れるかな、と
思って作ってみたんだよ。
特に難しかったのは、ボール
かな・・・投げる時に紐が抜け
ないようにしないといけないか
らね。

皆で集まって
話し合うのが
とても大事だ
ね。

この第三地
区を皆で盛
り上げてい
こう！！

タイル職人をしていた今野さん。浴
室や水回りの修理はお手の物。空き
瓶などを利用して余ったタイルで花
瓶作りもできるそうです。
「皆で楽しんで使ってもらえるのが
何より嬉しい。」と、顔をほころばせ
て話をしてくれました。

地域の事をもっ
と教えてくださ
い！

皆様こんにちは。管理者の佐藤です。
先日、町会長をはじめ第三地区の関係者の皆様との懇親会に参加させていただき、
お互いに地域を大切に想う熱い気持ちを語り合うなど、楽しく有意義なひと時とな
りました。
新年度も私達の地域が昇り龍のごとく大きく飛翔する年になりますよう包括として
も尽力して参ります。



ボッチャは、回を重ねるごとに練
度が高まり、チームごとに相手
ボールを弾く方法について話し
合うなど、一投一投に工夫が見
られました。

一人暮らしになっても住み慣れた自宅で
暮らし続けるためには、何が大切だと思い
ますか？

全国で一人暮らしの高齢者の世帯数は2020年
で672万人でした。2040年には896万人にも上る
そうです。これは、決して他人ごとではありません。

人は、皆等しく年を取っていきます。この先、骨折して
歩けなくなった、物忘れが増えた、長年連れ添った相
手が亡くなった、など様々に生活は変わっていきます。

張りのある生活をするに
は、若いうちから人との
繋がりを持っておくこと
が大切ですね。

近所づきあいや老人会
など、住んでいる地域
に活力があるのは羨ま
しい。

つむぎ会
今回は、一人暮らしになっても、楽しみを持って暮

らし続けられる秘訣について話し合いました。

講師：丹治あや子先生(管理栄養士)

今日は、認知症を予防するため
の食事についてお話します。
認知症や老化を低減させる食品

には、緑黄色野菜や果物・青魚・
オリーブオイル・納豆などがあり
ます。幅広くバランスの良い食事
を摂るようにしましょう。
適塩も大事です。カリウムは体

内の塩分を排出させる働きがある
ので、野菜をその都度摂るように
心がけましょう。

スカットボールもカローリングも未経験の方
が多数いましたが、大接戦で盛り上がりました。


